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　今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
令
和

四
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
昨
年
よ
り
も
入
場
制
限
を
緩

和
し
表
彰
対
象
者
並
び
に
地
区
世

話
人
ま
で
拡
大
し
て
行
な
わ
れ
、

滞
り
な
く
無
事
に
終
了
し
た
。

　コ
ロ
ナ
に
よ
る
蔓
延
防
止
等
が

解
除
さ
れ
感
染
者
数
も
減
少
し

徐
々
に
で
は
あ
る
が
日
常
が
戻
り

つ
つ
あ
る
さ
な
か
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
信
じ

が
た
い
蛮
行
を
目
の
当
た
り
に
し

胸
が
痛
む
思
い
で
い
る
。
多
く
の

犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
人
た
ち
に
、
一
刻
も
早
く

平
和
と
安
寧
な
生
活
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（林
）

編
集
後
記

◆「高年齢者等の雇用の
　安定等に関する法律」

に規定された公益性・
公共性の高い組織

◆会員の就業を通じて、
地域社会づくりと福
祉の増進に寄与しよ
うとする会員組織

　会員の皆様は、センターのしくみや就業に関するルールなどをご理解して
活動されていると思いますが、シルバー会員として信用・信頼関係を保つた
め、改めてルールやマナーを確認してください。
　就業されている方においては、センター組織の一員として従事しているこ
とを忘れないよう責任ある行動を。また、事業所や商店等の仕事では、就業
先のスタッフとして業務の一役を担っていることを意識してください。

①　引き受けた仕事には誠意と責任
をもって従事し、苦情を受けるな
どセンターや就業先の信用を失す
ることのないようにすること。

④　複数の会員で共同作業に従事す
る場合は、リーダーの指示に従っ
て、互いに協力しあい、和をもっ
て共同責任を果すこと。

②　仕事上知り得た業務上の機密事
項及び個人情報、就業先の不利益に
なることは、他に漏らさないこと。
　　また、その取扱いについて十分
に注意すること。

⑤　健康に留意するとともに、交通
ルールを守り交通事故に十分注意
すること。また、就業中の事故に
おいては、作業環境を点検するな
ど、常に安全意識を持つこと。

③　就業にあたっては、約束の始業、
終業時間を規則正しく守る。
　※　やむを得ない理由がある場合
は必ず、事前に就業先やセン
ターへ連絡すること。

⑥　万一、就業に係る事故（就業中、
往復時）で負傷した場合や、賠償
責任（物損・人身）事故が発生し
た時は､速やかにセンターへ連絡
すること。

シルバー
人材センターとは

シルバー
人材センターとは

シルバー
人材センターとは

シルバーのしくみやルールをシルバーのしくみやルールをシルバーのしくみやルールを
おさらい しましょう ！おさらい しましょう ！おさらい しましょう ！

R4/06/29　初校



令
和
４
年
度
　
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令和４年５月２７日（金）１３時３０分から、３年ぶりに会場をあましんアルカ
イックホールに戻し開催いたしましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大が懸
念されるなかでの開催のため、役員・表彰対象者等の来場のみとし、議決権を
委任していただき規模を縮小する運びとなりました。当日は、表彰対象者等２５７
人と委任出席２,９１５人の会員さんに、すべての案件の承認をいただきました。

【祝辞】　
尼崎市長　稲村　和美　様

【祝辞】　
尼崎市議会議長　前迫　直美　様

密にならないように着席する等
感染防止対策をしました

ご臨席いただいた来賓の方々

尼崎市長            　　　稲村　和美　様
尼崎市議会議長   　 　  前迫　直美　様
兵庫県阪神南県民センター
副センター長　　         計倉　浩寿　様
尼崎公共職業安定所長　新村　英一　様
尼崎市経済環境局長　   吉田　淳史　様

定 時 総 会 特 集
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理
事
長
の
岩
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
二
年
以
上
に
わ
た
っ

て
続
い
て
参
り
ま
し
た
。
私
ど
も
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
総
会
も
、

過
去
二
年
間
、
役
員
の
皆
さ
ん
に
議

決
権
を
委
任
し
て
い
た
だ
い
た
形
で

開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
総
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、

会
場
は
従
前
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー

ル
に
戻
し
、
ご
来
賓
の
方
々
に
も
、

ご
出
席
願
っ
た
中
で
の
開
催
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、

ご
出
席
い
た
だ
く
の
は
、
役
員
や
世

話
人
の
皆
様
方
と
、
今
回
、
表
彰
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
方
々
に
限
定
い
た

し
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
、
こ
う
し
た
点
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
出
席
く
だ
さ
い

ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
本
日
は
、
常
日
頃
か
ら
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
温
か
い
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
ご
来
賓

の
方
々
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、

ご
出
席
賜
り
ま
し
て
、
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
は
、
私
ど
も
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

運
営
の
基
盤
と
な
る
仕
事
量
も
減
少

し
た
分
野
が
当
然
あ
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
今
日
、
直
近
・
今
年
度

に
入
り
ま
し
て
、「
感
染
症
」
と
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
「
二
重
苦
」
に
よ
っ
て
、
大
き
な

物
価
高
を
招
く
な
ど
、
経
済
情
勢
に

影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
運
営
上
、
経
営
的
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
「
イ
ン
ボ
イ
ス
」

問
題
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
、
固
有
の

課
題
も
抱
え
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
、
文
字
通
り
、
先
行
き
感

の
不
透
明
さ
が
拭
い
さ
れ
な
い
の
が

実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、「
人
生
一
〇

〇
年
時
代
」
を
迎
え
、
元
気
な
シ
ニ

ア
の
活
躍
が
、
今
後
一
層
、
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
女
性
会
員
の
活
躍
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

ご
ざ
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
私
ど
も
業
務
執
行
を
預

か
る
者
、
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
窮

状
を
自
ら
の
問
題
と
と
ら
え
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
ピ
ン
チ
を
、
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
て
い
く
た
め
の
創
意
工
夫
を

進
め
る
と
と
も
に
、
会
員
拡
大
と
併

せ
、
契
約
額
の
回
復
増
加
を
図
る
た

め
に
、
具
体
的
に
は
、
各
企
業
や
、

産
業
関
係
団
体
へ
の
働
き
か
け
な
ど

を
、
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
令
和
三
年
度
の
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
そ
し
て
、
令
和

四
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

等
に
つ
い
て
、
ご
審
議
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
適
切
な
ご
判
断
を
賜
り

ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

益
々
の
ご
自
愛
と
「
仕
事
に
対
す
る

意
欲
」「
運
動
に
対
す
る
意
欲
」
な
ど

を
ず
っ
と
維
持
し
て
い
た
だ
き
、
健

康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
開

会
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

審
議
さ
れ
た
議
案
、
報
告
内
容

報
告
第
一
号

　令
和
三
年
度
収
支
予
算
の
補
正
に
つ
い
て

報
告
第
二
号

　令
和
三
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
三
号

　令
和
四
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
第
四
号

　令
和
四
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
一
号

　令
和
三
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
　
　監
査
報
告
　

議
案
第
二
号
〜
三
号

　役
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て

南　悳　議長西田　通文　監事による監査報告 岩田　強　理事長

岩
田
理
事
長
　総
会
開
会
挨
拶
（
要
旨
）

定 時 総 会 特 集

R4/07/07　2校
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地 域 班（安全）在 籍 １０ 年

米　　寿喜　　寿

　地域班の安全対策への取り組みに対し立花
地域班を代表して、榎本明副代表に賞状と記念
品を贈呈しました。

　米寿会員２４人を代表して、奥山哲朗さんへ
賞状と記念品を贈呈しました。

　喜寿会員１８７人を代表して、橋本博徳さん
に賞状と記念品を贈呈しました。

　在籍１０年会員２１０人を代表して、松森友三
さん、木村加代子さんに賞状と記念品を贈呈し
ました。

各 種 表 彰

（3）



新
し
い
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

令和４年度定時総会において、
新しく選任された役員を紹介します。

吉田　淳史　理事 高尾　博幸　常務理事

辻本　ゆかり　前理事 衣笠　年晴　前常務理事

退
任
役
員
紹
介

　今
回
の
総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た

役
員
の
方
々
で
す
。

　永
き
に
わ
た
り
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご

尽
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新 ・ 旧 理 事 紹 介

（4）



　シ
ル
バ
ー
会
員
に
話
を
聞
い
た
。
買

い
物
か
ご
及
び
カ
ー
ト
の
整
理
業
務
を

行
っ
て
い
る
永
松
繁
美
さ
ん
は
、
駐
車

場
や
駐
輪
場
に
置
か
れ
た
カ
ー
ト
を
集

め
な
が
ら
、「
お
客
様
の
多
い
お
店
な

の
で
大
変
だ
が
、
や
り
が
い
が
あ
る
」

と
力
強
く
お
話
し
さ
れ
た
。
清
掃
業
務

を
行
っ
て
い
る
佐
藤
和
子
さ
ん
、
小
池

和
子
さ
ん
は
、「
廊
下
や
ト
イ
レ
の
清

掃
は
キ
チ
ン
と
で
き
て
い
る
と
思
う
。

ト
レ
ー
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
資
源
ご

み
の
整
理
は
、
シ
ー
ル
を
一
枚
一
枚
剥

が
し
た
り
結
構
た
い
へ
ん
で
す
」
と
の

こ
と
。み
な
さ
ん
共
通
し
て
い
る
の
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し

て
責
任
を
も
っ
て
仕
事
に
臨
ん
で
い
る

お
姿
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　（山
﨑
）

　六
月
初
旬
、
万
代
塚
口
店
を
訪
れ
た
。

開
店
か
ら
一
時
間
程
に
も
か
か
わ
ら
ず

多
く
の
お
客
様
が
来
店
さ
れ
、
駐
車
場
、

駐
輪
場
も
か
な
り
ふ
さ
が
っ
て
い
た
。

　早
速
、
竹
中
店
長
を
訪
ね
た
。
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
で
出
迎
え
て
頂
い
た
店
長
は

赤
い
制
服
姿
で
さ
わ
や
か
な
第
一
印
象

だ
っ
た
。

　万
代
は
兵
庫
・
大
阪
・
奈
良
・
京
都
・

三
重
に
一
六
〇
店
舗
を
展
開
す
る
関
西

有
数
の
食
品
ス
ー
パ
ー
で
あ
る
。

万
代
　塚
口
店

日
本
一
　

　
　
買
い
物
に
行
き
た
い

　
　
　
　
お
店
を
め
ざ
し
て
！

ショッピングセンター外観

　店
長
の
お
話
で
驚
い
た
の
は
、
万
代

各
店
の
な
か
で
来
店
客
数
が
最
も
多
い

こ
と
、
売
り
上
げ
も
ベ
ス
ト
上
位
に
入

る
こ
と
な
ど
、
圧
倒
的
に
お
客
様
に
支

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　塚
口
店
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
機
能

を
持
ち
医
療
機
関
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

な
ど
も
有
す
る
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
る
。

　森
永
製
菓
の
工
場
跡
の
新
し
い
街
の

も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
駅
の
乗
降
客
数
の

増
加
が
際
立
っ
て
い
た
。
実
際
に
若
い

客
層
が
多
い
そ
う
だ
。

　店
舗
は
、
社
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
あ
わ
せ
て
約
二
三
〇
人
で
運
営
さ

れ
、
加
え
て
二
三
人
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
も
大
事
な
戦
力
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
万
代
で
は
、

各
店
と
も
地
域
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
依
頼
を
し
て
お
り
、
地
元
密
着
・

地
元
貢
献
の
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
非
常
に
あ
り
が
た
い

お
話
を
い
た
だ
い
た
。

カートの整理業務

資源ごみの整理業務 床の清掃業務

職 場 訪 問 ①

塚口店
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職 場 訪 問 ②
　
当
園
は
、
阪
急
武
庫
之
荘
駅
北

東
、
徒
歩
約
一
四
分
の
閑
静
な
郊

外
に
あ
り
、
社
会
福
祉
法
人
福
進

福
祉
会
が
四
一
年
前
か
ら
運
営
す

る
、
歴
史
あ
る
保
育
園
で
す
。

　
開
園
当
初
は
定
員
六
〇
人
か
ら

始
ま
り
、
園
庭
三
カ
所
・
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
・
農
園
や
サ
テ
ラ
イ
ト
等
、

緑
と
木
の
温
も
り
あ
る
施
設
を

年
々
充
実
さ
せ
、
現
在
は
認
定
こ

ど
も
園
二
・
三
号
認
定
で
定
員
一

二
〇
人
、
一
号
認
定
は
定
員
一
五

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
理
念
で
あ
る
、
人

間
と
し
て
生
き
る
基
礎
を
し
っ
か

り
身
に
着
け
、
個
性
を
大
事
に
た

く
ま
し
い
身
体
と
優
し
い
心
を
育

む
よ
う
、「
も
う
ひ
と
つ
の
お
う
ち
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
村
上
園
長
に
お
話
し
を
伺
い
し

ま
し
た
。

　「
保
護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら

れ
、
地
域
密
着
で
子
ど
も
を
見
守

り
育
て
て
い
く
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
会
員
に
は
、
朝

夕
の
見
守
り
と
園
内
清
掃
、
ま
た
、

園
庭
・
農
園
管
理
を
お
願
い
し
、

現
在
三
部
門
を
五
人
で
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
就
業
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
大
変
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
、

私
た
ち
が
気
付
か
な
い
箇
所
を

隅
々
ま
で
清
掃
さ
れ
た
り
、
自
主

的
に
作
業
を
さ
れ
た
り
と
、
大
い

に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
園
児
た
ち
に
は
孫
の
様

に
接
し
て
頂
き
、
様
々
な
世
代
と

の
交
流
に
な
る
と
保
護
者
か
ら
も

好
評
で
す
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
取
材
当
日
に
勤
務
さ
れ
て
い
た

会
員
の
感
想
で
す
。

〇
中
村
会
員

　
園
庭
・
花
木
・
畑
を
自
分
で
計

画
的
に
作
業
し
、
き
れ
い
に
な
る

と
気
持
ち
良
い
。
保
育
園
の
皆
さ

ん
は
親
切
で
、
園
児
か
ら
も
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
声
を
掛
け
ら
れ
元
気

が
出
ま
す
。

〇
濱
会
員

　
最
初
は
運
動
の
つ
も
り
が
、
室

内
掃
除
や
洗
濯
等
様
々
な
業
務
が

あ
り
、
体
と
頭
を
使
い
、
元
気
の

源
で
す
。

〇
橋
本
会
員

　
朝
夕
の
見
守
り
は
安
全
に
気
を

使
い
ま
す
。
慣
れ
て
き
た
園
児
か

ら
グ
ー
タ
ッ
チ
な
ど
を
求
め
ら
れ
、

や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
。
子
ど
も

に
癒
さ
れ
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
様
の
真
心
が
あ
ふ
れ
る
、
大

変
気
持
ち
の
良
い
施
設
で
し
た
。

（
小
濱
）

武
庫
庄
保
育
園

み
ん
な
で
い
き
い
き
！

も
う
ひ
と
つ
の
お
う
ち

村上園長先生

草取り業務朝夕の見守り業務園内の清掃業務

みんなのアスレチック

保育園全景
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同 好 会 訪 問 ①
　
編
物
と
い
え
ば
、
童
謡

『
か
あ
さ
ん
の
唄
』
の
中
の

〜
母
さ
ん
が
夜
な
べ
を
し

て
手
袋
編
ん
で
く
れ
た
〜

と
思
わ
ず
口
ず
さ
み
た
く

な
り
ま
す
。
そ
し
て
「
夜

な
べ
」
と
い
う
言
葉
に
初

め
て
出
会
い
、
そ
の
意
味

を
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
か

ら
知
っ
た
こ
と
を
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
編
物
同
好
会
は
シ
ル

バ
ー
の
中
で
も
発
足
か
ら

長
い
歴
史
を
た
ど
り
、
現

在
一
二
人
の
女
性
メ
ン

バ
ー
で
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
代
表
の
鳥
丸
さ
ん
は
「
メ

ン
バ
ー
は
と
に
か
く
い
い

人
ば
か
り
で
、
仲
良
く
て

楽
し
く
て
、
お
し
ゃ
べ
り

に
も
弾
み
が
つ
き
和
気
あ

い
あ
い
と
作
品
作
り
に
励

ん
で
い
ま
す
」
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
を
強
調
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
編
物
は
、
毛
糸
や
そ
の
他

の
糸
で
衣
服
な
ど
を
編
ん
で

作
り
ま
す
が
、
初
心
者
向
き

で
形
を
自
由
に
成
形
し
や
す

い
『
か
ぎ
針
編
み
』、
マ
フ

ラ
ー
・
手
袋
に
適
し
編
み
な

お
し
が
き
く
『
棒
針
編
み
』、

繊
細
な
作
品
を
作
る
『
レ
ー

ス
編
み
』
が
あ
り
ま
す
。

　
本
同
好
会
で
は
棒
針
編
み

を
主
と
し
て
ウ
エ
ア
ー
を
中

心
に
作
品
作
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
手
編
み
の
良
さ
は

手
触
り
の
温
も
り
、
自
分
だ

け
の
一
点
、
丈
夫
さ
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
も
作
品
か
ら
は
製
作
者

の
ピ
ュ
ア
な
優
し
さ
と
愛
情

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
鳥
丸
代
表
は
、「
編
物
＝

女
性
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

男
性
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。
手
先
を
使
う
の
で
脳

の
働
き
も
活
性
化
さ
れ
ま
す

よ
」
と
笑
顔
で
呼
び
か
け
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　（
林
）

みんなで意見交換

ご入会お待ちしております

👕👕

　ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
和
気
あ
い
あ
い

編
物
同
好
会

編物同好会
開催日：毎月第1・３金曜日
時　間：午後１時～午後３時
場　所：シルバー会館　
会　費：１,０００円／月
連絡先：鳥丸　悦子さん（代表）
電　話：090-1029-5829
※午後５時以降が望ましいです

新しい作品ができました
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同 好 会 訪 問 ②
　
短
歌
同
好
会
は
、
今
回

で
三
五
三
回
の
開
催
を
迎

え
、
長
年
活
動
さ
れ
て
い

る
歴
史
あ
る
会
で
す
。

　
代
表
の
堀
井
さ
ん
に
お

聞
き
し
ま
し
た
。「
私
が
入

会
し
た
当
時
は
会
員
二
五

名
程
と
盛
況
で
し
た
が
、

高
齢
化
と
共
に
、
現
在
は

男
女
同
数
の
計
一
〇
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動

の
主
な
流
れ
は
、
前
回
に

各
会
員
が
発
表
し
た
作
品

の
中
か
ら
、
各
自
が
二
首
選

定
し
、
そ
の
理
由
を
発
表
す

る
。
次
に
各
自
、
新
作
品
三

首
の
趣
旨
内
容
を
発
表
し
、

先
生
か
ら
個
別
講
評
と
指
導

を
受
け
、
こ
れ
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。
作
品
展
に
も
定

期
的
に
出
品
し
て
い
ま
す

が
、
年
二
回
の
遠
方
へ
の
吟

行
会
は
現
在
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
自
粛
し
て
い
ま
す
」
と

の
こ
と
。

　
指
導
の
兎
田
先
生
（
元
尼

崎
市
文
芸
祭
審
査
委
員
歴

任
）
は
、「
短
歌
は
日
常
の

記
録
で
、
鉛
筆
と
紙
が
あ
れ

ば
誰
で
も
気
軽
に
出
来
ま

す
。
自
分
の
思
い
を
人
に
伝

え
る
事
で
す
」と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
先
生
の
ア
ド

バ
イ
ス
の
中
に
は
、
例
え

ば
《
も
↓
を
》
と
一
字
替
え

た
だ
け
で
、
全
体
が
ガ
ラ
リ

と
変
化
し
奥
が
深
い
と
あ

り
、
ベ
テ
ラ
ン
の
皆
さ
ん
も

成
程
と
研
鑽
し
き
り
で
し

た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
回

作
品
の
ヒ
ン
ト
を
探
す
散
歩

や
推
考
、
ま
た
選
定
作
品
の

考
察
、
先
生
や
会
員
と
の
意

見
交
換
は
、
脳
の
活
性
化
と

体
力
維
持
に
有
効
だ
と
口
を

揃
え
ら
れ
ま
す
。

　
作
品
の
題
は
自
由
で
、
過

去
・
現
在
・
未
来
、
場
所
も

国
内
外
を
問
わ
ず
、
日
常
生

活
・
時
事
・
経
済
等
様
々
で

す
。
先
生
は
会
員
を
交
え
熱

心
に
協
議
さ
れ
、
話
題
が
豊

富
で
す
。
拝
聴
し
て
い
て

中
々
興
味
が
尽
き
な
い
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
堀

井
代
表
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
　
　
　
　
　
　（
小
濱
） 

開催３５３回記念作品

代表　堀井明三さん

🖌🖌

　筆
と
紙
で
　思
い
を
伝
え
る

短
歌
同
好
会

短歌同好会
開催日：毎月第２月曜日
時　間：午後１時３０分～
　　　　午後３時３０分まで
場　所：シルバー会館　
会　費：１,０００円／月
連絡先：堀井　明三さん（代表）
電　話：090-9044-6669
※午前中又は午後５時以降が望ましいです

講師　兎田先生

作品選考票作品選評

同好会風景
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令 和 ４ 年 度　同 好 会 紹 介

（令和３年 11 月 16 日～令和４年５月 31 日迄）
※退会届の提出日になります。

中
央
　
　
岩
　
田
　
喜
美
子

中
央
　
　
松
　
井
　
恵
　
子

中
央
　
　
對
　
馬
　
　
　
治

中
央
　
　
石
　
倉
　
　
　
操

中
央
　
　
宮
　
城
　
伸
　
次

小
田
　
　
岡
　
田
　
　
　
勉

小
田
　
　
橋
　
本
　
房
　
子

小
田
　
　
福
　
井
　
　
　
保

小
田
　
　
山
　
田
　
　
　
旭

小
田
　
　
金
　
谷
　
久
美
男

立
花
　
　
松
　
田
　
和
　
英

立
花
　
　
光
　
枝
　
茂
　
文

立
花
　
　
岩
　
﨑
　
一
　
夫

立
花
　
　
西
　
本
　
寿
　
男

立
花
　
　
小
　
柴
　
八
重
子

武
庫
　
　
郡
　
　
　
三
　
郎

武
庫
　
　
宮
　
脇
　
一
　
男

園
田
　
　
井
　
上
　
米
　
吉

園
田
　
　
有
　
働
　
義
　
昭

園
田
　
　
上
　
坂
　
和
　
夫

園
田
　
　
一
　
山
　
　
　
司

園
田
　
　
小
　
畠
　
　
　
昇

園
田
　
　
田
　
嶋
　
和
　
憲

訃
報

　�

謹
ん
で
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　シルバー人材センターでは、働くだけでなく会員が親睦を深めな
がら教養を高めたり、娯楽を楽しむなどの場として、以下の同好会
活動があります。

（
敬
称
略
）

（敬称略）

同好会名 代表者 電話番号 同好会名 代表者 電話番号

ハイキング 山　本　富　雄 6436-8360 演 　 奏 大　坪　静　雄 090-6671-9099

短 　 歌 堀　井　明　三 090-9044-6669 手 　 芸 増　田　廣　子 090-3840-8199

書 　 道 日　野　利　信 090-8165-9001 おどりなごみ会 中　野　由紀子 090-8128-9231

編 　 物 鳥　丸　悦　子 090-1029-5829 カ ラ オ ケ 鵜　野　　　弘 090-3266-2259

囲 　 碁 形　岡　慎　二 6499-2833 絵画同好会 成　松　喜一郎 090-6976-1376

ゴ ル フ 松　井　健一郎 090-5360-2790 ボウリング同好会 片　岡　廣　治　090-3659-1747

パ ソ コ ン 早　井　忠　雄 090-5266-5294 麻 雀 同 好 会 西　　　孝　雄 090-5361-6133

絵 手 紙 伊　藤　博　康 080-3821-8171

※同好会の開催については代表者様にご確認をお願いします。
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１０万人わがまちクリーン運動
　令和４年５月１５日に行われた１０万人わがまちクリーン運動を終えて、
各地区事務所の所長から一言を頂きました。

中央地域班（佐藤所長） 小田地域班（吉井所長）

大庄地域班（浮田所長） 立花地域班（南所長）

　コロナ禍で、わがまちクリーン運動も２年ぶりの一斉
開催となり３６人の会員さんが集まりました。
　徐々に普段通りの生活が戻りつつ有ります。喜ばし
くありますが、油断大敵という言葉を忘れないで欲しい
です。

　コロナの影響で久しぶりとなったクリーン運動です
が、JR尼崎駅北側・南側併せて２９人の参加者に集
まって頂き、無事終えることが出来ました。久しぶりに
顔を合わす懐かしい仲間もいて楽しくやれました。
　終了後お互いに写真を撮り合い解散しました。

　曇天の中、春のわがまちクリーン運動が行われまし
た。
　集合時間の８時半には参加者２２人が顔を揃え、４
班に分かれて作業を始めました。
　崇徳院自治会からお茶の差し入れがあり、シルバー
人材センターの地区事務所の存在が地元に認識さ
れてきたなと思いました。

　コロナ禍における市主催の清掃ボランティアが今季
実施する運びとなり、当地域班からも２３人が参加しま
した。市民の方 と々の対話の機会にも恵まれ、市民一
体の有意義な活動となりました。
　今後も、このように市民一体で活動する機会を幅広
くとらえ、市民の方 と々一体となり活動に努める所存で
す。

武庫地域班（末田所長） 園田地域班（木下所長）

　今年度は、コロナ感染予防のための規制緩和で人
数制限等が撤廃されたこともあり、高尾常務をはじめ、
４５人という沢山の会員の皆さんに参加をいただきまし
た。
　今年は例年に比べポイ捨てのゴミが少なく、市民の
意識の向上が見られた感じがしました。

　好天気の中、３３人の会員さんの参加で、JR塚口
駅、阪急園田駅周辺をトングとゴミ袋を両手に、ポイ捨
てされたタバコの吸い殻や空き缶、その他のゴミを回
収し、無事、作業は終わりました。どうして指定されてる
ゴミ箱に捨てないのかな！
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Ｐ１・２　定時総会特集

Ｐ３　　　各種表彰

Ｐ４　　　新・旧理事紹介

Ｐ５・６　職場訪問

Ｐ７・８　同好会訪問　

Ｐ９　　　同好会紹介、訃報

Ｐ10　　  10万人わがまちクリーン運動

裏表紙　　シルバーのしくみ、編集後記

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
153
号

小田地域班　成松　喜一郎会員の作品　～夏の入道雲～

No.

高齢者の働く団体

～　目　次　～

令
和
４
年
7
月
19
日
発
行

　
　・
発
行
者

　正
木
伸
幸

　
　・
編
集
者

　尼
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
編
集
委
員

2022・７

153

ホームページアドレス
http://wｗｗ.sjc.ne.jp/amagasakisc1

　今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
令
和

四
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
昨
年
よ
り
も
入
場
制
限
を
緩

和
し
表
彰
対
象
者
並
び
に
地
区
世

話
人
ま
で
拡
大
し
て
行
な
わ
れ
、

滞
り
な
く
無
事
に
終
了
し
た
。

　コ
ロ
ナ
に
よ
る
蔓
延
防
止
等
が

解
除
さ
れ
感
染
者
数
も
減
少
し

徐
々
に
で
は
あ
る
が
日
常
が
戻
り

つ
つ
あ
る
さ
な
か
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
信
じ

が
た
い
蛮
行
を
目
の
当
た
り
に
し

胸
が
痛
む
思
い
で
い
る
。
多
く
の

犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
人
た
ち
に
、
一
刻
も
早
く

平
和
と
安
寧
な
生
活
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（林
）

編
集
後
記

◆「高年齢者等の雇用の
　安定等に関する法律」

に規定された公益性・
公共性の高い組織

◆会員の就業を通じて、
地域社会づくりと福
祉の増進に寄与しよ
うとする会員組織

　会員の皆様は、センターのしくみや就業に関するルールなどをご理解して
活動されていると思いますが、シルバー会員として信用・信頼関係を保つた
め、改めてルールやマナーを確認してください。
　就業されている方においては、センター組織の一員として従事しているこ
とを忘れないよう責任ある行動を。また、事業所や商店等の仕事では、就業
先のスタッフとして業務の一役を担っていることを意識してください。

①　引き受けた仕事には誠意と責任
をもって従事し、苦情を受けるな
どセンターや就業先の信用を失す
ることのないようにすること。

④　複数の会員で共同作業に従事す
る場合は、リーダーの指示に従っ
て、互いに協力しあい、和をもっ
て共同責任を果すこと。

②　仕事上知り得た業務上の機密事
項及び個人情報、就業先の不利益に
なることは、他に漏らさないこと。
　　また、その取扱いについて十分
に注意すること。

⑤　健康に留意するとともに、交通
ルールを守り交通事故に十分注意
すること。また、就業中の事故に
おいては、作業環境を点検するな
ど、常に安全意識を持つこと。

③　就業にあたっては、約束の始業、
終業時間を規則正しく守る。
　※　やむを得ない理由がある場合
は必ず、事前に就業先やセン
ターへ連絡すること。

⑥　万一、就業に係る事故（就業中、
往復時）で負傷した場合や、賠償
責任（物損・人身）事故が発生し
た時は､速やかにセンターへ連絡
すること。

シルバー
人材センターとは

シルバー
人材センターとは

シルバー
人材センターとは

シルバーのしくみやルールをシルバーのしくみやルールをシルバーのしくみやルールを
おさらい しましょう ！おさらい しましょう ！おさらい しましょう ！
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